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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 本日の午後、DVDプレーヤーが１階テレビ台に設置される。

· 明日（8/16）、お盆用のレクリエーションプログラムを実施予定。

· 8/27、8/28の17：30からで病院２階会議室「精神疾患看護」の看護グループ研修があり。
＜利用者様情報＞

· 長瀬　紘一郎様～青山荘より、昨日夕食摂取時の様子について情報あり。
　　　　　　　　8/14の夕食時、粥を一口摂取した際につまったこと。その後、食事摂取を止め
　　　　　　　　服薬を行っているが、詰まったものが全て取れず、多少違和感あり。3日前から
　　　　　　　　飲み込みが悪くなり、昨日（8/14）は朝食に豆腐と野菜ジュースを摂取したのみ
　　　　　　　　で、夕食時まで食事摂取していないとの事。
　　　　　　　　〇本日の様子
　　　　　　　　　朝食は水のみの摂取で食物を摂取していない。（本人からの報告）
　　　　　　　　　昼食時も主食を一口、副食1/3.とデザートのみ摂取している。
　　　　　　　　　本人から「胃がムカムカする」「体がダルイ」など不調の訴えがある。

→引き続き本人の食事摂取量の確認と、本人の状態を確認していく。

· 繁名　和恵様～来所後より不調の訴え、日付の確認あり、確認後「今日は、霊力を受診しないと
　　　　　　　いけない。受診しないと一年中体調が悪くなるんです。」と話される。その後の
　　　　　　　行動変化等はなく、表所も良い。
　　　　　　　昼食摂取後、腹痛を訴えており「３日間位便が出ていなくて痛い。」との事。
　　　　　　　排ガスはあると話されており、腸グル音は聴取出来ている。来所前に青山荘にて
　　　　　　　下剤服用して来たと話される為、様子を見るように説明している。

→引き続き本人の状態を観察していき、各関係機関に情報提供を行っていく。

· 種本　サハ様～定時に来所していない為、本人に電話連絡を行う。本人の話では寝過ごしたとの　　

事。デイナイトケアに通所してからは、特に変わった様子はなく、昼食も全量摂取されている。

· 江刺家　陽輝様～本日の運動プログラム後、テーブルに伏せている事見られている。体調を確認
　　　　　　　　すると「体は大丈夫ですが、精神的なものだと思います」と答えている。昼食は
　　　　　　　　全量摂取し、その後不調の訴えもなくプログラムに参加している。

＜環境整備＞

・物品の配置が変わっている事が多く準備に支障を来たす為、プログラムなどで使用した物品は必ず元の場所に戻す事。

＜プログラム検討＞

〇お盆用の特別プログラムについて

ゼリー釣りについて

ゼリーに輪ゴムをつけ、その輪ゴムに紙縒りを引っ掛けて吊り上げる。

〇１日のスケジュールについて

　明日のスケジュールを作成していない為、本日中に作成・検討し、明日のメンバー来所前には提示しておく。

＜業務検討＞

デイケア業務について

〇現在の問題点

スタッフが不足している為、時間内での環境整備、プログラムの運営と並行しての記録記入が困難であり、定時に業務を終える事ができない。

〇考えられる要因

· 出勤後の申し送りで時間が掛かり他の業務に支障がでてきている。

· デイナイトケアのＡ勤務者が１名で環境整備が難しいと意見があり、デイケアのスタッフを１名取られてしまう為、デイケアの業務が１名となることが多く業務に支障を来たしている。

· 使用された物品が元の場所に戻っていない為、物品の捜索を行わなくてはならず準備に時間がかかってしまう。

· デイケア業務の流れの中では、記録を行う時間の確保が難しく、業務時間を超過してしまう。

中居より

①プログラムが10：00から開始なのに、来所後に体重測定等を行うのはおかしいのではないか？

②プログラムの時間を修正して、体重測定等を行う時間をとることができないのか？

木村より

①体重測定等の時間はデイケアのプログラムの中だけで行う事は現在のプログラム進行上、時間を
考えると難しい。

②以前、理事長から全員対象とならないのであれば、体重測定（健康チェック）のプログラム時間
枠を設ける事はせず、考慮するようにとアドバイスを受けている。

〇デイケア業務の改善案

· デイケア業務の記録を書く時間をプログラム中に設けて、記録を行う時間の短縮化を図る。

· 実施場所にプレート（プログラム名を書いた紙）を設置しメンバーにプログラムの実施場所を伝え、円滑にメンバーを誘導し、プログラムに掛かる時間のロスを減らす。

· ミーティング時にプログラムの確認、実施場所の確認を行う。

· メンバーの時間割の再確認を行い、現在のプログラムに沿った時間割をメンバーに提示していく。

※中居ＪＧＭがデイケア業務を行ったことがない為、現状把握の為にもデイケア勤務に就けるよう今後の勤務表を調整し、デイケアの実情を把握する。










